

















年 9月から 2020年 3月であり、昭和大学保健医療学部における人を対象とする研究等に関
する倫理委員会で承認を受け実施した(承認番号 473号)。 
結果：初産婦が抱く育児生活に対する産前のイメージと産後の思いを 3 つの時期において
分析したところ、産前は、61 のコード、サブカテゴリ―37、カテゴリー14、1 か月後は 85
のコード、サブカテゴリ―34、カテゴリー12、3ヶ月後は 85のコード、サブカテゴリ―41、
カテゴリー14 で構成されていた。育児生活に関するイメージや思いの主軸となる要素は、
産前は『育児自体に対する不安』『育児生活に対する幸福感』など 6 つ、1 ヶ月は『育児生
活に対する困難感・不安』『母親役割意識の向上による重圧感・不安感』など 6 つ、3 ヶ月
は『夫との育児協力体制』『母親としての自己肯定感』など 7つであった。 
考察：産前は自己の育児への否定的・肯定的なイメージを抱き、それらを基盤として、自分
なりの母親像を思い描いていることが考えられた。1ヶ月後では、育児生活に適応しながら
も、困難感・不安が増大し、母親としての重圧感・不安感の増強が認められた。さらに、3
ヶ月後には里帰り後の夫との新たな関係性の構築、育児生活への適応による母親としての
自己肯定感の向上が存在する一方で、周囲との比較による母親としての自尊心の低下が認
められた。育児困難感が一番強く出現する産後 1 ヶ月までのサポート強化と継続的な心理
的支援の必要性が示唆された。 
結論：初産婦は産前・産後で育児生活に対して肯定的・否定的両側面のイメージや思いを抱
き、育児生活に対する困難感を感じながらも、自己の母親役割意識の変容をさせ、育児生活
へ適応していた。産後 1ヶ月までのサポートの強化の必要性が示唆された。 
